
「共に学び、生きる共生社会コンファレンス～おおいたでかたろうえ！vol.2～ 

（九州・沖縄ブロックコンファレンス 大分大会）」実施要項 

 

１ 目  的   障がい者の生涯学習活動の関係者が集う「共に学び、生きる共生社会コンファレン

ス」を開催し、学びの場づくりに関する好事例の共有や障がい者の生涯学習活動に関す

る研究協議等を行うことで、障がい理解の促進や、支援者同士の学び合いによる学びの

場の担い手の育成、障がい者の学びの場の充実を目指す。 
 
２ 主  催  大分県教育委員会 文部科学省 
 
３ 日  時  令和６年１月２１日（日） １０：２０～１６：００ 
 
４ 会  場  コンパルホール 文化ホール（大分市府内町１丁目５－３８） 
 

５ 対  象  障がい者本人、学びの支援者・関係者、障がい者の学びに関心のある人など 

⇒都道府県・市町村職員（障害者学習支援担当、生涯学習、教育、スポーツ、文化・芸術、福祉、労

働等）、社会教育主事、公民館・図書館・博物館職員、特別支援学校等教職員、教職員経験者、障害

者の学習支援実践者（NPO 等）、大学関係者、福祉サービス事業所職員、社会福祉協議会職員等 

 

６ 日  程  テーマ：つなぐ～学校卒業後の学びへ～ 

時間 プログラム・実施内容 発表者 

10:20～10:40 

 

＜開会行事＞ ・オープニングアトラクション  

・主催者あいさつ 

「レッツダンスでガッツ元気の会」（令和４年度文科省表彰受賞団体） 

大分県教育委員会教育長 

10:40～11:10 

 

＜施策説明＞ ・文部科学省の取組 

・県の取組 

文部科学省 障害者学習支援推進室 

大分県教育庁社会教育課 

11:10～12:10 

 

 

＜講演＞ 

「障がいのある人の『第３の学びの扉』を開

く―ライフワイドの生涯学習」 

 

國本真吾氏（鳥取短期大学幼児教育保育学科 教授） 

12:10～13:10 昼食休憩   

13:10～14:50 

 

＜実践発表＞ 

①「大分市社会教育委員会の取組～令和 2・

3 年度の研究から実践へ～（仮）」 

②「地域につなぐ ～ 共に前へ、「共生コー

ス」の取組 ～」 

③「誰もが楽しく学べる機会の創出～ゆふ

ポきらきら教室の取組～」 

 

①工藤幸子氏（大分市教育委員会社会教育課 指導主事） 

 魚住勝己氏（大分市坂ノ市公民館 主任） 

②藤元龍哉氏（宮崎県立延岡しろやま支援学校高千穂校 教頭） 

 

③栗嶋忠英氏（由布市庄内公民館 館長） 

 松本知行氏（由布市教育委員会社会教育課 課長補佐） 

14:50～15:50 

 

＜シンポジウム＞ 

「社会人のためのサードプレイスづくり

に必要なこと」 

 

＜司会＞ 

馬場尚登（大分県教育庁社会教育課参事（総括）兼主任社会教育主事） 

＜シンポジスト＞ 

・岡田正彦氏（大分大学教育マネジメント機構基盤教育センター教授） 

・青柳 俊氏 （特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日

本・大分 副理事長兼事務局長） 

・吐合紀子氏（元気の出るアート！実行委員会 事務局） 

15:50～16:00 ＜閉会行事＞  



 

７ 申込方法   チラシ参照 

（インターネット、メールによる申込み） 

 

８ 合理的配慮  ・手話通訳を実施 

         ・会場には車椅子観覧者用スペース有 

 

９ その他    ・会場とオンラインのハイブリッド形式で開催 

 

 

 

   

【担当】 
 大分県教育庁社会教育課 生涯学習・社会教育推進班 

            首藤 亜希子 
 〒870-8503 大分市府内町 3 丁目 10 番 1 号 
  ＴＥＬ 097-506-5526  ＦＡＸ 097-506-1798 

E-mail  shuto-akiko@pref.oita.lg.jp 


